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第11次 総合計画スタート

計画期間 2026年4月1日～36年3月31日

つながる未来都市

福祉・健康・コミュニティ

T U
都市整備・産業子育て・教育

A



一般会計

特 別 会 計

公営企業会計

1,261億円
(15.6%・170億円増)

481億7,653万1千円
(4.1%・約19.2億円増)

251億500万円
(6.6%・約15.6億円増)

1,993億8,153万1千円
(11.4%・約205億円増)

当初予算の概要

過去
最大総額

過去
最大

Ambitious－未来を切り開く－

子育て・教育

5,000万円（Ｒ8・9年度債務負担・R8は6万3,000円）
こども心をくすぐる冒険・経験・体験・学びができる居場所を目
指し、子育て支援センターをリニューアル。令和10年度の完成に
向け、８・９年度に基本・実施設計を策定。

1,480万円
希望する人が安心して出産・子育てできる環境づくりに向け、
夫婦などが共に受けた不妊検査の費用、不育症の治療費、不
妊治療に係る先進医療費の一部を助成。

県内初 最大 万円/回

不妊治療 最大 万円/回（治療費の7/10）

不育症治療 最大 万円/年（治療費の1/2・5年間）

01

早期不妊検査

妊娠応援助成金

新規

継続

02 子育て支援センターリニューアル事業費継続
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40万円

中学２・３年生を対象にＡＩ英会話アプリを導入。外国語指導
助手（ＡＬＴ）の授業と併用し、実際のコミュニケーションを
意識した英語学習の充実を図る。

658万円

大学や企業の協力を得て、中学生向けの講座を実施。先端科学
技術や自然事象、人々との交流など「本物に出会う体験」を通
じ、こどもたちが将来への展望を持てる機会を提供。

湘北短期大学 留学生との交流などを通じた異文化や多様性を学ぶ講座

東京工芸大学 物質の素材特性に着目したデザイン・設計などの講座

Ｒ８開講予定

Ambitious－未来を切り開く－

子育て・教育

03 ＡＩ英会話アプリ活用事業費

04 あつぎ未来塾事業費

新規

神奈川工科大学 建築、交通、まちづくりをテーマにした講座

※複数の市内企業による講座も実施予定。

新規

Ambitious－未来を切り開く－

子育て・教育

3億3,979万1千円
共生社会の実現に向け、全てのこどもたちが同じ場で共に学び
育つことを目指すインクルーシブ教育を推進。

172万6千円
部活動の地域展開を進めるため、地域クラブコーディネーター
を配置。休日の地域クラブ活動をスタートさせるための体制を
整備していく。

インクルーシブ教育推進関連経費

中学校部活動地域展開事業費

0305

0306

青少年教育相談事業費
児童・生徒が悩みなどを相談できるこころスマイル支援員の配置回数を拡大。

登校支援推進事業費
校内教育支援センター「フリールーム」への非常勤講師配置を５中学校に拡大。

インクルーシブ教育推進事業費
インクルーシブ教育を推進するため、支援員・指導員を新たに配置。

県内初

拡大

新規
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Together －共に創る、育む－
福祉・健康・コミュニティ

2億9,206万7千円
神奈川中央交通が企画・販売する「かなちゃんパス」の購入
費用の一部助成や高齢者タクシー助成を実施。

2,490万2千円
公民館の利便性、災害時の避難所機能を向上させるため、市
立公民館の和式トイレ52基を２年かけて洋式トイレに改修。

かなちゃんパス 万円（1年券54,000円・6カ月券28,500円）

※3カ月券15,000円は1万円を年2回まで補助

高齢者タクシー 万 円（400円×48枚）

依知北、睦合北、睦合南、南毛利、緑ケ丘Ｒ８改修

高齢者外出支援事業費

公民館トイレ改修事業費

円かなちゃん手形から

拡大

継続

01 拡大

新規

03

01

Safe －安心と安全－

安心・安全

9,807万6千円
災害時に備え、指定避難所となる小・中学校に生活用水を確保
するための防災井戸と災害用水洗式マンホールトイレを設置。

戸室小、妻田小、上依知小、荻野中、森の里中Ｒ８設置

防災井戸等整備事業費

2,954万円
救急隊が必要な傷病者情報をタブレット端末に入力し、医療機
関と共有できるシステムを導入。円滑で迅速な救急搬送を目指
す。県内でも、先進的な取り組みとなる生成ＡＩ機能も搭載。

199万2千円
小学生が団員となり、火災予防啓発イベントなどに参加。将来
の地域を担う防災リーダーとして育成する。

少年消防クラブ運営事業費

02 救急ＤＸ推進事業費

拡大

新規

新規
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04

Safe －安心と安全－

安心・安全

200万円
振り込め詐欺など迷惑電話を防止する機能の付いた電話機の購
入費に加え、個人宅に設置する住宅用防犯カメラの購入・設置
費の一部を補助。

6,981万2千円
客引き行為等防止条例を改正し、規制対象となる業種に酒類提
供店やカラオケ店などを追加。客引き行為等指導員を増員して
取り締まりを強化し、本厚木駅周辺で体感治安の向上を図る。

住宅用防犯カメラ 最大 万円（設置費の1/2）

迷惑電話防止機能付き電話機 最大 千円（設置費の2/3）

自主防犯対策支援事業補助金

本厚木駅周辺環境浄化対策事業費

新規

継続

拡大

拡大

01

Unique
都市整備・産業

178億1,219万1千円
「生まれ変わる中心市街地」の先導役として、厚木バスセン
ター東側に市庁舎や図書館などからなる複合施設を整備。令
和９年度の開館に向け、建設工事と開館準備を進める。

複合施設「あつめき」建設関連事業費継続

03
5,072万４千円

現在の本庁舎敷地に、ヒト・モノ・コトをつなぐハブとして多
目的アリーナを整備。防災機能を備えた交流拠点の創出に向け、
人流シミュレーションなど実施して整備基本計画を策定。

多目的アリーナ整備・運営事業費

02
5,040万円

快適な歩行空間や広場と建物が一体となった「歩いて楽しい
まち」の実現を目指し、再開発準備組合と共に本厚木駅北口
の“生まれ変わり”に向けた取り組みを推進。

本厚木駅北口周辺整備事業費継続

ほかにはない
個性をいかす

－ －

新規
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Unique
都市整備・産業

11億5,382万8千円
平常時は地域の憩いの場、災害時には物資の供給や集積の拠
点となる公園を山際地区に整備。令和８年度は施設の基本設
計や土質調査、用地取得などを進める。

北部地区公園整備事業費継続

05

厚木環状２号線街路整備事業費 万円

厚木環状３号線街路整備事業費 億 万円

本厚木下津古久線街路整備事業費 億 万円

厚木秦野道路関連街路整備事業費 万円

街路整備事業 ー交通混雑解消に向けてー継続

交通混雑の解消や効率的な経済活動を支えるため、厚木秦野
道路を軸とした広域道路ネットワークの形成を推進。

設計・調査

部分開通

部分開通

測量・設計

ほかにはない
個性をいかす

－ －

06

Unique
都市整備・産業

07

08

1億6,319万3千円
企業立地条例を改正し、企業の投資を促進。立地に係
る奨励金を拡大し、設備投資奨励金も新設。

最大

億円

企業立地サポート事業奨励金

150万円
市内で10年以上にわたって店舗を営む事業者に対し、デジタル広告
宣伝に関する経費の一部を補助（上限10万円・補助率２分の１）。

商業店舗デジタル広告補助金

5,800万円
子育て世帯が住宅を新たに取得する際、取得費用の一部を最大
で40万円まで補助（基本額20万円・加算あり）。対象となる年
代を20・30歳代から40歳代にまで拡大。

定住促進子育て世帯住宅取得支援事業補助金

ほかにはない
個性をいかす

－ －

拡大

新規

拡大
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Green －自然と共に－

環境

1,008万円
路上喫煙禁止区域内での喫煙者に対し、令和９年度から罰則を
規定。制度を周知するとともに、路上喫煙パトロールを強化し
て安全で快適な歩行空間の確保に取り組む。

カーボンニュートラル推進補助金

自然共生サイト推進事業費

マナーアップ推進事業費

住宅省エネ設備導入促進補助金 万 千円

省エネ住宅導入促進補助金 万円

事業所用省エネ設備導入促進補助 億 万円

太陽光発電や省エネ設備などの導入を支援し、市内で発生する
温室効果ガスの排出を削減。

継続

02

03

165万2千円
環境省が推進する自然共生サイトへの認定を目指すあつぎこどもの
森公園で、生物モニタリング調査や侵略的外来種の防除を実施。

新規

拡大

Inspire －創造と発見－

スポーツ・文化芸術・魅力

785万円
本厚木ミロード４階「ミロにわ」での発信のほか、糸満市があ
る沖縄県の「組踊」発表会、名取裕子さんの朗読会などを実施。

新規

500万円
あつぎ温泉郷の魅力を高めるため、温泉旅館に対して日帰り入
浴に必要な設備の改修費などの一部を補助（補助率４分の３） 。

日帰り温泉 最大 万円 その他温泉運営 最大 万円

全国スポーツ大会等開催補助金 万円

関東規模以上のスポーツ大会を開催する団体に最大 万円を補助。

スポーツ全国リーグ等招致補助金 万円

全国リーグの招致団体に最大 万円を補助。トップアスリートを見る機会を提供。

スポーツ環境整備推進事業費 万円
ツユキ及川球技場の3×3バスケットボールコートを改修。アーバンスポーツ環境を整備。

文化芸術発信強化事業費

スポーツの聖地づくり関連事業
新規

拡大

温泉施設整備事業補助金

01

02 継続

03

拡大

新規



令和８年 市政運営への思い

未来へ向けて

まちづくりを繋ぐ

市民との

強い繋がりを築く

市民に情報を繋ぐ
記念事業で育んだ

市民との絆を繋ぐ

2026
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記者会見

市の鳥「エナガ」


